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自主財

源

依

存
財源

○一般会計予算（38億6000万円）

総務費
41.4万円

公債費（借金） 民生費
20.3万円

衛生費
15.6万円

土木費
15.6万円

商工費
13.6万円

教育費
11.2万円

農林水産費

消防費
6.2万円

議会費 予備費

村の予算は村の予算は 村民１人あたり（R5.4.1 の人口2,370人）このように使われます

歳出 歳入

●議会費　　　6008万円（1.6%）
●諸支出金　　4367万円（1.1%）
●予備費　　　1000万円（0.3%）
●労働費　　　  561万円（0.2%）
●災害復旧費　    85万円（0.0%）

総務費
9億8212万円

(25.4%）

公債費
5億9218万円
（15.3%）

民生費
4億8050万円
（12.4%）

衛生費　　
3億6865万円

（9.6%）

　　土木費　　
3億7056万円

（9.6%）

商工費　　
3億2268万円

（8.4%）

教育費
2億6653万円
　　（6.9%）

農林水産費
2億848万円（5.4%）

消防費
1億4809万円（3.8%）

1億2021万円（3.2%）

村税
2億1446
　 万円

（5.6%）

地方譲与税・交付金
1億1383万円（3.0%）

地方交付税
21億2320万円

（55.0%）

村債
4億4510万円
（11.5%）

国庫支出金
2億3180万円

（6.0%）

県支出金
1億8774万円（4.9%）

●繰入金　　　　  2億5997万円（6.7%）
●諸収入・財産収入　2億1709万円（5.6%）
●寄附金　　　　　　 2700万円（0.7%）
●繰越金　　　　　　 2000万円（0.5%）
●使用料および負担金等       1981万円（0.5%）

5億4387万円（14.0%）

村民のみなさん
からの税金

自主財源
村で集めた
財源
7億5833万円
   （19.6%)

依存財源
国・県からの
収入・借入金
などの財源
31億167万円
   （80.4%)

25.0万円

8.8万円

0.4万円2.5万円
災害復旧費・労働費諸・

支出金（貯金）
2.1万円

ここ
に

注目
！ 令和５年度の主な事業
地域おこし協力隊事業

２億７４３１万７千円
　雇用隊員４名、委嘱職員１名、民間連
携隊員６１名の計６６名を予定している。
ＳＮＳを活用した観光や魅力の情報発
信、ＩＴ企業で技術向上等を図る。

栗駒山荘大規模改修事業

１億９９７０万３千円
　建築から２３年が経過し、経年劣化が著
しいため、大規模改修を実施する。令和
３年度～令和６年度の４か年計画。

地域活性化起業人事業

１１２０万８千円
　新たに１名の地域活性化起業人の受け入れを予
定し、村のＷＥＢサイトの更新やＩＴ活用支援、
プログラミング教室の開催などに取り組む予定。

約50億7694万円総額総額

会　　計　　名 予算額（増減額 ％）

一　般　会　計 ３８億６０００万円 （8.9）

特

別

会

計

国民健康保険（事業勘定） ２億４１５０万円 （▲18.4）

国民健康保険（直営診療施設勘定） ９７１５万１千円 （▲2.4）

後期高齢者医療 ３１７６万５千円 （▲2.8）

介護保険 ３億７９２７万４千円 （0.6）

簡易水道事業 ３億５５３０万３千円 （▲30.9）

下水道事業 １億１１９４万３千円 （21.5）

小　　　計 １２億１６９３万６千円 （▲13.8）

合　　　　　計 ５０億７６９３万６千円

■
各
会
計
の
予
算
額
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自主財

源

依

存
財源
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村で集めた
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国・県からの
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に
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！ 令和５年度の主な事業
地域おこし協力隊事業

２億７４３１万７千円
　雇用隊員４名、委嘱職員１名、民間連
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　建築から２３年が経過し、経年劣化が著
しいため、大規模改修を実施する。令和
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１１２０万８千円
　新たに１名の地域活性化起業人の受け入れを予
定し、村のＷＥＢサイトの更新やＩＴ活用支援、
プログラミング教室の開催などに取り組む予定。

約50億7694万円総額総額

令和５年度当初予算を可決
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　【

総
務
費
】

住
宅
新
築
に
係
る
助
成

　
　　

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
す
る

際
、
固
定
資
産
税
を
助
成
す
る
事

業
が
あ
り
、
上
限
10
万
円
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
事
業
で
は
村
外
流

出
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
の
で

は
。

　
　　

若
者
の
定
住
を
目
的
と
し

た
事
業
で
、
新
築
で
住
宅
を
建
て

た
場
合
、
最
初
は
税
額
が
高
く
な

る
。
軽
減
措
置
も
あ
る
が
、
負
担

を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
と
い
う

考
え
か
ら
行
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
発
送
業
務

　
　　

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
米
袋
を

作
製
す
る
よ
う
だ
が
、
他
の
返
礼

品
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　　

今
回
は
高
橋
よ
し
ひ
ろ
さ

ん
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
限
定
品
と
し
て
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
る
た
め
、
米
袋
を
作
製
す

る
。
ど
の
く
ら
い
反
響
が
あ
る
か

を
調
べ
て
、
他
の
農
産
物
や
特
産

品
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用

　
　　

任
期
満
了
と
な
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　
　　

コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
、

特
例
で
２
年
間
延
長
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

６
月
で
任
期
が
３
年
目
と
な
る

隊
員
の
１
人
は
、
３
年
で
退
任
し

村
内
で
仕
事
を
す
る
た
め
に
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費

　
　　

実
質
の
路
線
バ
ス
の
系
統
、

本
数
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　　

現
在
は
４
系
統
あ
り
、
湯
沢

営
業
所
発
か
ら
入
道
着
、湯
沢
営
業

所
発
か
ら
椿
川
着
、雄
勝
中
央
病
院

発
か
ら
草
ノ
台
着
、湯
沢
高
校
前
発

か
ら
入
道
着
。本
数
は
、平
日
で
往
復

合
わ
せ
て
合
計
14
本
と
な
っ
て
い
る
。

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
交
付
金

　
　　

派
遣
職
員
が
５
人
に
対
し

て
、
事
務
局
職
員
３
名
は
多
く
は

な
い
の
か
。

　
　　

事
務
員
１
名
と
、
非
常
勤

１
名
、
事
務
局
長
１
名
の
３
人
体

制
。
そ
の
う
ち
、
常
勤
は
１
名
と

な
っ
て
い
る
。

　
　　

組
合
の
加
盟
数
は
増
え
て

い
る
の
か
。

　
　　

当
初
13
事
業
者
だ
っ
た
が
、

１
事
業
者
は
事
業
を
辞
め
、
２
事

業
者
は
昨
年
退
会
し
て
い
て
、
現

在
は
10
事
業
者
。

　
　　

派
遣
社
員
は
主
に
ど
こ
で

働
い
て
い
る
の
か
。

　
　　

冬
季
は
主
に
ス
キ
ー
場
、

夏
季
は
栗
駒
山
荘
。
昨
年
は
、
春

に
加
工
所
、
農
業
生
産
法
人
連
絡

協
議
会
で
働
い
て
い
る
。
同
じ
事

業
所
に
は
い
ら
れ
ず
、
最
長
で
８
ヶ

月
の
派
遣
と
な
っ
て
い
る
。

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

　
　　

年
齢
制
限
を
設
け
て
い
る

が
、
村
単
事
業
で
拡
大
で
き
な
い

か
。

　
　　

結
婚
新
生
活
に
伴
う
住
宅

取
得
費
用
等
の
コ
ス
ト
を
支
援
す

る
事
業
で
あ
り
、
夫
婦
と
も
に
39

歳
以
下
と
い
う
年
齢
制
限
を
設
け

て
い
る
。
少
子
化
対
策
が
メ
イ
ン
の

事
業
で
あ
り
、
国
の
事
業
で
あ
る
。

単
独
事
業
で
の
予
定
は
な
い
。

予
算
特
別
委
員
会
（
３
月
13
日
・
14
日
）

令
和
５
年
度
当
初
予
算

疑
問
を
一
掃
　
徹
底
審
査

※
現
在
の
米
袋
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【
民
生
費
】

除
排
雪
業
務
委
託

　
　
　
こ
の
事
業
の
個
人
負
担
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。
実
績
は

ど
う
か
。

　
　　

軒
下
の
除
排
雪
作
業
な
ど

を
村
内
業
者
に
依
頼
し
、
そ
の
経

費
を
支
援
す
る
事
業
だ
が
、
経
費

の
２
分
の
１
が
個
人
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
の
実
績
は
、

４
世
帯
ほ
ど
が
利
用
し
て
い
る
。

保
育
園
バ
ス
安
全
装
置
導
入

　
　　

安
全
装
置
は
ど
う
い
う
も

の
か
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て
研
修

等
は
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　　

子
ど
も
の
置
き
去
り
死
亡

事
故
を
受
け
て
導
入
す
る
も
の
で
、

運
行
が
終
了
し
、
運
転
手
が
点
検

を
し
た
後
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で

ア
ラ
ー
ム
が
鳴
ら
な
い
よ
う
に
設

定
で
き
る
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

導
入
後
、
研
修
等
も
要
請
し
て
い

き
た
い
。

【
衛
生
費
】

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成
金

　
　　

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
助
成
率
と
聞
い
て
い
る
。
ど
の

く
ら
い
の
方
が
接
種
し
て
い
る
の

か
。

　
　　

約
20
人
ほ
ど
が
予
診
票
を

取
り
に
来
て
い
る
。

【
労
働
費
】

就
業
資
格
取
得
支
援
事
業

　
　　

国
家
資
格
や
国
家
検
定
の

受
講
料
の
補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
資
格
は
対
象
か
。

　
　　

民
間
の
一
部
検
定
に
つ
い

て
も
対
象
に
な
る
。
ド
ロ
ー
ン
操
縦

士
検
定
１
級
、
２
級
が
該
当
す
る
。

【
商
工
費
】

ほ
た
る
の
里
公
園
の
管
理

　
　
　

新
規
に
予
算
化
さ
れ
た
が
、

ど
う
い
っ
た
内
容
を
予
定
し
て
い

る
か
。

　
　　

ほ
た
る
の
里
公
園
の
草
刈

り
を
年
に
２
回
実
施
し
て
い
た
が
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
景
観
等
を
損

ね
な
い
よ
う
、
年
に
３
回
実
施
す

る
予
定
。

栗
駒
山
荘
大
規
模
改
修

　
　　

工
事
費
２
億
２
６
０
０
万

円
も
掛
け
て
改
修
工
事
を
し
て
も
、

第
三
セ
ク
タ
ー
は
将
来
、
や
っ
て

い
け
る
の
か
。

　
　　

栗
駒
山
荘
は
必
要
だ
と
い

う
位
置
付
け
で
事
業
を
始
め
た
と

認
識
し
て
い
る
。
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
点
も
多
く
あ
る
。

試
み
た
い
構
想
も
あ
る
の
で
、
も

う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　　

ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
を
ダ
ム
関

連
業
者
に
貸
し
出
す
こ
と
は
交
流

人
口
拡
大
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
　　

ダ
ム
工
事
に
関
連
し
て
い

る
こ
と
な
の
で
、
一
時
的
な
も
の
で

あ
る
。
終
わ
り
次
第
、
様
々
な
事

業
を
展
開
し
、
マ
イ
ナ
ス
に
働
か

な
い
方
向
で
動
い
て
い
き
た
い
。

【
教
育
費
】

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
委
託
料

　
　　

前
年
度
よ
り
１
８
２
万
円

も
上
が
っ
て
い
る
経
緯
は
。

　
　　

運
転
手
の
賃
金
や
会
社
の

維
持
管
理
経
費
、
遠
距
離
通
学
生

徒
の
通
学
費
補
助
金
い
わ
ゆ
る
定

期
券
等
の
上
昇
に
よ
り
、
増
加
し

て
い
る
。

食
肉
加
工
セ
ン
タ
ー
管
理
業
務

　
　　

管
理
者
が
撤
退
す
る
よ
う

だ
が
、
管
理
業
務
委
託
料
を
計
上

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
し

い
管
理
者
が
見
つ
か
っ
た
の
か
。

　
　　

当
初
予
算
の
編
成
の
段
階

で
は
、
今
と
同
じ
よ
う
な
形
で
新

し
い
管
理
者
を
公
募
し
て
、
４
月

以
降
に
新
し
い
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
も
う

少
し
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く

の
が
最
善
な
方
法
か
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁



人
事

○
教
育
長
の
選
任
に
同
意

大　

沼　

一　

義 

　
　
　
　
（
横
手
市
十
文
字
町
）【
新
任
】

　

任
期
：
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

ひがしなるせ議会だより／令和５年４月号 6

３月定例会議

不
安
が
あ
る
が
、
今
後
に
期
待

不
安
が
あ
る
が
、
今
後
に
期
待
!!!!

一
般
会
計
当
初
予
算
案

佐
々
木
正
利
議
員
が
反
対
討
論
、
伊
勢
谷
議
員
が
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
８
人
、
反
対
１
人
で
可
決 

反
対
討
論
　
多
く
の
交
流
人
口
拡
大
に
係
る

予
算
を
計
上
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ホ

テ
ル
ブ
ラ
ン
を
ダ
ム
工
事
業
者
に
貸
し
出
す

こ
と
は
、
真
逆
の
発
想
で
は
な
い
の
か
。
宿

泊
施
設
を
正
常
に
戻
す
こ
と
が
急
務
で
あ

り
、
計
画
を
示
す
べ
き
。

賛
成
討
論
　
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
が
人
手
不
足

で
営
業
に
支
障
を
来
し
て
い
る
な
か
で
、
ダ

ム
工
事
業
者
か
ら
打
診
を
受
け
、
対
応
可
能

と
判
断
し
た
も
の
と
考
え
る
。
ど
ち
ら
に
重

き
を
置
く
か
難
し
い
中
で
の
判
断
と
理
解
す

る
。
具
体
策
を
検
討
し
、
議
会
に
進
捗
状
況

を
報
告
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
２
日
か
ら
16
日
ま
で
の
15
日
間
の
審
議
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
４
件
、
条
例
案
12
件
、
予
算
案
17
件
、
人
事
案
１
件
の
合
計
34
件
を
審
議
。
陳
情
２
件
を
趣
旨
採
択
、

３
件
を
採
択
、
１
件
を
み
な
し
採
択
と
し
て
、
議
員
発
議
の
条
例
案
１
件
と
意
見
書
３
件
を
含
む
す
べ
て
の
議

案
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
４
議
員
が
登
壇
し
村
政
を
質
し
ま
し
た
。



条
例

主
な

○�

消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
総
務
省
消
防
庁
が
新
た
に
定
め
た
非
常
勤
消

防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
に
基
づ
き
、
消
防
団

員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

○
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

○
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

○
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例

○�

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
利
用
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

○
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

○�

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
等
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

○�

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

ひがしなるせ議会だより／令和５年４月号 7

３月定例会議

○
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
職
員
の
定
年
を
65
歳
ま
で
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
60
歳
を
超
え
る
職
員
の
職
制
、

任
用
及
び
給
与
に
係
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○�

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
60
歳

を
超
え
る
職
員
に
係
る
給
与
に
関
す
る
特
例
措

置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
も
の
。

○
米
利
用
施
設
設
置
条
例
の
全
部
改
正

・
米
利
用
施
設
が
公
の
施
設
に
該
当
し
な
い
た

め
、
指
定
管
理
か
ら
業
務
委
託
と
な
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

○�
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

・
教
育
委
員
会
に
指
導
主
事
を
配
置
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

区　　分 報酬（日額）

災害出動
４時間以上 8000 円

４時間未満 4000 円

訓 練 等
４時間以上 8000 円

４時間未満 4000 円



施
設
の
撤
退
・
利
用
変
更
は

　
　  

副
村
長
　
循
環
型
農
業
の
推
進
に
必
要
な
施
設

質
問

副
村
長

質
問

副
村
長

質
問

副
村
長

質
問

副
村
長

ひがしなるせ議会だより／令和５年４月号 8

一 般 質 問

　
　　

条
件
不
利
農
地
の
契
約
解

除
が
多
く
出
て
き
た
場
合
の
対
応

は
。

　
　
　　

こ
れ
ら
の
農
地
は
耕
作

放
棄
地
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

中
山
間
直
接
支
払
交
付
金
や
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
地
域
が
一
体
と
な
り
荒
廃
農
地

に
な
ら
な
い
よ
う
保
全
を
進
め
る
。

　
　　

水
田
で
水
稲
以
外
の
新

し
い
作
物
の
見
込
み
は
。

　
　
　　

下
田
地
区
で
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培

の
取
り
組
み
も
あ
り
、
今
後
作

付
け
拡
大
や
新
た
な
作
物
の
栽

培
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
農
地
を
戻
さ
れ
た
場
合
再

度
米
農
家
と
し
て
登
録
は
可
能
か
。

当
時
も
ら
っ
た
経
営
転
換
協
力
金

の
返
還
義
務
は
。

　
　
　
　
農
地
を
戻
さ
れ
た
場
合
、

再
度
米
農
家
登
録
は
可
能
で
あ
る
。

10
年
の
契
約
期
間
内
で
あ
れ
ば
経

営
転
換
協
力
金
の
返
還
が
出
て
く

る
が
、
契
約
満
了
後
は
返
還
不
要

と
な
る
。

髙　橋　清　一　議員

副村長　様々な制度を利用し地域で保全を

条件不利農地の対応は

　
　　

も
み
殻
燻
炭
施
設
に
毎
年

数
百
万
円
の
一
般
会
計
か
ら
投
入

は
、
年
々
厳
し
く
な
る
予
算
の
経

費
に
見
合
う
意
義
が
あ
る
の
か
。

勇
気
あ
る
撤
退
や
利
用
変
更
な
ど

の
見
直
し
を
す
る
時
期
で
は
な
い

か
。

　
　
　　

循
環
型
農
業
推
進
の
観

点
か
ら
重
要
視
さ
れ
、
事
業
に
は

必
要
な
施
設
で
あ
る
。
燃
料
費
な

ど
、
経
費
の
高
騰
で
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
り
今
後

検
討
し
て
い
く
。



質
問

副
村
長

質
問

副
村
長

質
問

ひがしなるせ議会だより／令和５年４月号 9

村 政 を 問 う

佐々木　悦　男　議員

副村長　工夫を凝らし、難題を乗り越えたい

業務を任せていいのか

住
民
参
加
で
育
て
る
体
制
を

　
　  

　
　
副
村
長
　
機
会
が
あ
っ
た
ら
計
画
し
た
い

　
　　

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
人
員

不
足
で
営
業
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
業
務
を
任
せ
て

い
い
の
か
。

　
　
　　

会
社
は
、
日
本
の
厳
し

い
社
会
情
勢
の
中
、
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
き
た
と
思
う
。
代
替

で
き
る
事
業
者
が
、
現
れ
れ
ば
営

業
を
任
せ
る
こ
と
も
。
部
分
的
に

運
用
を
違
う
事
業
所
に
と
い
う
方

法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
村
と
会
社

が
意
識
改
革
や
工
夫
を
凝
ら
し
、

難
題
を
乗
り
越
え
、
挑
ん
で
行
き

た
い
。

　
　　

夏
季
の
間
、
ホ
テ
ル
ブ
ラ

ン
の
部
屋
を
鹿
島
Ｊ
Ｖ
へ
提
供
す

る
こ
と
は
行
政
と
会
社
で
十
分
検

討
し
た
の
か
。

　
　
　　

従
業
員
不
足
で
、
日
帰

り
温
泉
と
宴
会
限
定
で
検
討
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
鹿
島
Ｊ
Ｖ
よ
り
宿

舎
と
し
て
利
用
し
た
い
と
要
請
が

あ
り
、
労
力
、
収
益
等
、
会
社
の

負
担
が
少
な
い
上
、
確
実
な
収
入

が
、
見
込
め
る
こ
と
か
ら
要
請
を

受
け
た
。

　
　　

村
長
と
し
て
、
社
長
と
し

て
営
業
全
体
を
通
し
て
、思
い
切
っ

た
改
善
方
針
等
あ
る
の
か
。

　
　
　　

創
意
工
夫
が
欠
け
て
い

る
と
感
じ
る
。
職
員
が
辞
め
て
い

く
現
状
か
ら
、
魅
力
の
無
い
職
場

環
境
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
職

員
研
修
も
必
要
で
、
意
識
改
革
が

す
べ
て
だ
と
思
う
。
新
年
度
の
経

営
方
針
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
で
あ
る
。

　
　　

な
る
テ
ッ
ク
の
協
力
隊
員

が
３
年
後
に
定
住
す
る
の
か
、
ど

う
な
る
か
心
配
で
あ
る
。
会
社
に

協
力
隊
員
を
ま
か
せ
っ
き
り
に
し

な
い
で
、
担
当
課
、
住
民
参
加
で

育
て
る
体
制
が
取
れ
な
い
か
。

　
　
　　

専
門
性
の
高
い
業
務
は

委
託
し
て
お
り
、
原
則
な
る
テ
ッ

ク
が
担
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
協

力
隊
員
に
は
地
域
の
賑
わ
い
の
創

出
な
ど
も
期
待
し
て
お
り
、
様
々

な
面
で
村
も
関
わ
り
、
協
力
し
、

業
務
を
進
め
て
い
く
。
日
常
生
活
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
交
流

を
お
願
い
し
、
地
域
へ
溶
け
込
ん

で
い
る
よ
う
だ
。
雪
国
の
生
活
等

不
慣
れ
な
点
が
多
く
地
域
の
方
々

か
ら
支
援
、
見
守
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。
村
民
と
関
わ
る
機
会
が

多
く
あ
る
と
思
う
の
で
、な
る
テ
ッ

ク
の
方
々
と
も
柔
軟
に
、
機
会
が

あ
っ
た
ら
村
を
案
内
す
る
な
ど
、

計
画
し
た
い
。

副
村
長

質
問

副
村
長



質
問

副
村
長

質
問

副
村
長

　
　
　
　

賃
金
の
格
差
は
、
派
遣

先
事
業
者
が
組
合
に
支
払
う
金
額

が
独
自
で
雇
用
し
た
人
に
最
低
賃

金
で
支
払
う
場
合
よ
り
高
く
、
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

質
問

副
村
長

ひがしなるせ議会だより／令和５年４月号 10

一 般 質 問

　
　
　

個
人
事
業
主
ま
た
各
法
人

に
お
い
て
、
人
手
不
足
、
農
業
資

材
の
高
騰
、
燃
料
の
高
止
ま
り
に

対
し
て
、
自
助
努
力
で
は
、
限
界

に
近
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
行
政
と
し
て
今
後
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　

市
町
村
は
、
令
和
７
年

３
月
ま
で
に
「
地
域
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
、
地
域
毎
に
話

合
い
の
場
を
設
定
し
課
題
の
解
決

に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　

村
単
独
の
支
援
事
業
だ
け

で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防

ぐ
こ
と
が
厳
し
い
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
国
の
「
最
適
土
地
利
用
総

合
対
策
事
業
」
と
「
中
山
間
地
農

業
推
進
対
策
事
業
」
と
村
単
独
支

援
事
業
で
、
耕
作
放
棄
地
解
消
へ

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。
考
え
を

伺
う
。

　
　
　
　

国
の
新
し
い
補
助
事
業

は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
今
す
ぐ

活
用
す
る
の
は
厳
し
い
。

伊勢谷　勝　美　議員

副村長　地域で課題解決を

自助努力では限界に近い

　
　
　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
は
、
人
手
不
足
で
悩
む
事

業
主
の
た
め
に
設
立
し
た
と
思
う

が
、
実
際
の
賃
金
の
格
差
か
ら
、

組
合
を
脱
退
す
る
事
業
主
も
い
る
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

脱
退
す
る
事
業
主
も
い
る
が



質
問

副
村
長

質
問

ひがしなるせ議会だより／令和５年４月号 11

村 政 を 問 う

佐々木　　　修　議員

副村長　長期計画は数値一人歩きの懸念あり

「新たな自立計画」策定を

　
　
　

平
成
30
年
12
月
の
一
般
質

問
で
、「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
い

う
「
自
立
計
画
」
再
策
定
に
つ
い

て
取
り
上
げ
た
が
、
村
の
持
続
に

向
け
て
今
後
は
行
財
政
改
革
と
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
っ
た

「
自
主
的
な
自
立
計
画
」
が
必
要
な

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　

当
時
「
ま
ち
づ
く
り
計

画
」
は
「
合
併
の
是
非
」
の
為
に

不
可
欠
な
策
定
で
あ
っ
た
。
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
行
財
政
運

営
の
参
考
数
値
と
考
え
る
。
決
算

時
に
あ
る
程
度
見
通
し
を
し
て
い

る
が
、
長
期
計
画
は
数
値
の
一
人

歩
き
の
懸
念
も
あ
り
、
節
目
節
目

で
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
制

度
を
高
め
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
る
。

　
　
　

人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
、

今
後
「
福
祉
」「
農
地
維
持
」「
地

域
の
維
持
」「
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
」

を
例
と
し
た
「
新
た
な
経
費
」
負

担
増
と
、「
公
共
施
設
等
の
維
持
管

理
」
を
ど
の
よ
う
に
両
立
し
、
村

を
維
持
す
る
の
か
。

　
　
　
　
「
公
共
施
設
等
の
維
持
管

理
」
は
交
付
税
参
入
率
の
高
い
特

定
財
源
等
や
、「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
基
金
」
へ
の
積
み
立
て
、
活

用
を
予
定
し
て
い
る
。
新
た
な
経

費
負
担
の
例
で
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
は
、

交
付
税
参
入
や
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
」
活

用
を
想
定
し
て
い
る
。
既
存
事
業

は
、
今
年
度
事
業
を
精
査
し
、
廃

止
、
統
合
、
メ
ニ
ュ
ー
化
を
図
る
。

今
後
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
も

と
に
進
め
て
い
く
。

副
村
長

　

そ
の
他
の
質
問

　

〇
防
災
に
関
連
し
て



質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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○�

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
陳
情
書

　��（
陳
情
者
）
加
賀
屋
　
俊
悦����������

○�

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
延
期
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政

府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
書

　��（
陳
情
者
）

　
　
秋
田
県
商
工
団
体
連
合
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
玉
　
正
憲����������

○�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
た

地
方
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
仕
組
み
作
り
を
求
め
る
陳
情

　��（
陳
情
者
）

　
　
生
き
物
共
生
農
業
を
進
め
る
会
　

　
　
　
　
　
　
代
表
　
今
野
　
茂
樹

○�

消
費
者
被
害
を
防
止
、
救
済
す
る

た
め
特
定
商
取
引
法
の
抜
本
的
法

改
正
を
求
め
る
陳
情
書

　��（
陳
情
者
）
秋
田
弁
護
士
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
松
本
　
和
人

○��

「
最
低
賃
金
の
改
善
を
求
め
る
意

見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　��（
陳
情
者
）

　
　
秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　
　
議
長
　
越
後
屋
　
建
一

○�

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る

陳
情
書

　��（
陳
情
者
）

　
　
東
北
索
道
協
会
秋
田
地
区
部
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
草
彅
　
作
博�����

○�

最
低
賃
金
の
改
善
に
あ
た
り
、「
中

小
企
業
・
零
細
企
業
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求

め
る
陳
情
書

　��（
陳
情
者
）

　
　
秋
田
県
労
働
組
合
総
連
合

　
　
　
　
　
議
長
　
越
後
屋
　
建
一

非
常
備
消
防
費
の
減
額

　
　
　

工
事
費
が
５
０
０
万
円
の
減
額

と
な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

　
　
　

消
火
栓
の
設
置
工
事
に
係
る

も
の
で
、
工
事
請
負
差
額
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

電
気
料
や
燃
料
費
高
騰

　
　
　

村
全
体
で
ど
の
程
度
の
影
響

額
と
な
っ
て
い
る
か
、
試
算
は
出
し
て

い
る
も
の
か
。

　
　
　

金
額
は
ま
だ
出
し
て
い
な
い

が
、
30
％
程
度
上
が
っ
て
い
る
。
電
力

会
社
が
違
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
伸
び

率
が
大
き
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
。

原
油
価
格
高
騰
対
策
農
業
者
支
援
金

　
　
　

ど
の
く
ら
い
の
実
績
が
あ
る

の
か
。

　
　
　

水
稲
を
作
付
け
し
て
い
る

農
業
者
に
対
し
て
10
ア
ー
ル
当
た
り

２
０
０
０
円
を
交
付
す
る
も
の
で
、
実

績
で
は
１
２
１
名
３
６
６
万
１
８
０
０

円
交
付
し
て
い
る
。

予
算
特
別
委
員
会
（
３
月
13
日
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

令和４年度一般会計補正予算（第７号）の主なもの
歳入
○地方交付税
　普通交付税増 3612 万円
○財産収入
　物品売払収入増（成瀬ダム工事に伴う採石代） 9900 万円
○繰入金
　森林環境譲与税基金繰入金減 ▲ 1282 万円
○諸収入
　後期高齢者医療保険事業受託収入減 ▲ 261万円
　市町村振興助成金減 ▲ 154 万円
　光ケーブル破損修理代減 ▲ 138 万円
○村債
　過疎対策事業債減 ▲ 3420 万円

歳出
○総務費
　原油価格高騰対策農業者支援金減 ▲ 105万円
○民生費
　出産・子育て応援支援金増　 100 万円
○土木費
　冬期交通対策事業増 2390 万円
○消防費
　非常備消防費本工事費減 ▲ 503 万円
○教育費
　小学校光熱水費増 50万円
　中学校光熱水費増 80万円
　給食施設光熱水費増 130 万円
○財政調整基金
　財政調整基金積立金増 1億 3200 万円

請
願
・
陳
情

採
択
と
し
た
陳
情

み
な
し
採
択
と
し
た
陳
情

趣
旨
採
択
と
し
た
陳
情

継
続
審
査
と
し
た
陳
情

課題解決に つながる予算か



議
案
質
疑

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問
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厳しくチェック厳しくチェック

答
弁

　
　
　

個
別
接
種
促
進
支
援
金
は
、
今

ま
で
は
国
・
県
か
ら
直
接
診
療
所
へ
来

て
い
た
も
の
が
、
新
年
度
か
ら
は
村

を
通
し
て
交
付
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
金
額
は
以
前
と
変
わ
り
な
い
の
か
。

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
50
回
接
種
し

た
場
合
に
１
日
当
た
り
10
万
円
と
い
う

こ
と
で
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
。
詳
細

は
ま
だ
来
て
い
な
い
が
今
回
の
予
算
上

で
は
同
じ
形
で
計
上
し
て
い
る
。
10
万

円
を
15
日
分
と
い
う
こ
と
で
１
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

勤
め
先
等
で
接
種
す
る
こ
と
は

可
能
な
の
か
。

　
　
　

村
民
の
方
の
個
別
接
種
に
関
し

て
は
、
村
の
診
療
所
で
の
接
種
を
勧
め

る
。 定

例
会
議
最
終
日
に
追
加
で
上
程

さ
れ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
令
和
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
対
す
る
質
疑
。

　
　
　

過
去
の
接
種
で
電
話
で
の
予
約

と
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
の
ネ
ッ

ト
で
の
予
約
と
の
比
率
は
把
握
し
て
い

る
か
。

　
　
　

詳
細
の
デ
ー
タ
は
な
い
が
、
高

齢
者
は
電
話
が
多
い
。
65
歳
以
上
の
方

で
も
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
お
り
、
ネ
ッ

ト
予
約
の
回
数
も
回
数
を
重
ね
る
ご
と

に
増
え
て
き
て
い
る
。

令和５年度一般会計補正予算（第１号）の主なもの
歳入

○国庫支出金	

　新型コロナワクチン接種対策国庫補助金増 1709 万円

歳出

○衛生費

会計年度任用職員報酬手当等増 127 万円

消耗品・通信運搬費増 70万円

ワクチン接種委託料増 1066 万円

自動車等借上料増 296 万円
新型コロナワクチン接種個別接種促進支援金増 150 万円

３月定例会議議決事項一覧

専
決
処
分

一般会計補正予算（第６号）
国保（直診勘定）特別会計補正予算（第３号）
簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
下水道事業特別会計補正予算（第４号）

個人情報保護法施行条例について
個人情報保護審査会条例について
防犯カメラの設置及び利用に関する条例の一部を改正する条例について
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
備に関する条例について
こども家庭庁設置法等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省
令等の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について
国民健康保険条例の一部を改正する条例について
消防団の定員、任免、給与、服務に関する条例の一部を改正する条例について
米利用施設設置条例の全部を改正する条例について
道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について
令和４年度一般会計補正予算（第７号）
令和４年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
令和４年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）補正予算（第４号）

３月定例会議議決事項一覧
令和４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和４年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
令和４年度下水道事業特別会計補正予算（第５号）
令和５年度一般会計予算
令和５年度国民健康保険特別会計（事業勘定）予算
令和５年度国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）予算
令和５年度後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度介護保険特別会計予算
令和５年度簡易水道事業特別会計予算
令和５年度下水道事業特別会計予算
令和５年度簡易水道事業特別会計への繰入れについて
令和５年度下水道事業特別会計への繰入れについて
教育委員会教育長の選任について
議会の個人情報の保護に関する条例について
「特定商取引法平成２８年改正における５年後見直しに基づく同
法の抜本的改正」を求める意見書の提出について
最低賃金の改善を求める意見書の提出について
免税軽油制度の継続を求めるための意見書の提出について
令和５年度一般会計補正予算（第１号）

課題解決に つながる予算か
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常任委員会活動常任委員会活動

合同村内視察 積雪状況等調積雪状況等調査査
　２月 16日、常任委員会合同で積雪状況を調査するため、村内視察を実施しました。今回の視察内容
については、３月定例会議で両委員長が意見を加えて報告しました。

菅ノ台地区 大柳地区

畜産施設 手倉地区

平良地区 滝ノ沢地区
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議会の動き議会の動き

▼
冬
の
間
、
さ
き
が
け
新
聞
に
村
の
記
事
が
少

な
か
っ
た
。
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
私

だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
２
月
に
元
職
場
の
先
輩
が
全
県

選
抜
囲
碁
大
会
の
出
場
選
手
紹
介
欄
に
載
っ
て

い
た
。
快
挙
で
あ
る
。
囲
碁
の
棋
風
を
変
え
て

楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
た
ぶ
ん
全
敗
だ
ろ

う
と
話
し
て
い
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
本
人
に

聞
い
て
。

▼
ひ
が
し
な
る
せ
広
報
と
一
緒
に
ホ
テ
ル
ブ
ラ

ン
か
ら
の
チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
た
。
４
月
か
ら

の
営
業
体
制
の
連
絡
で
あ
る
。
理
由
は
書
か
れ

て
い
な
い
。
今
ま
で
利
用
し
て
き
た
村
民
の
皆

さ
ん
は
納
得
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
元
の
状
態

に
戻
る
こ
と
を
願
う
だ
け
で
あ
る
。

▼
野
球
の
世
界
一
を
決
め
る
、
第
５
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ

日
本
代
表
「
侍
ジ
ャ
パ
ン
」
が
３
度
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
。
野
球
の
凄
さ
・
楽
し
さ
・
面
白

さ
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
た
。
２
週
間
の
興
奮

と
感
動
に
感
謝
。
テ
レ
ビ
放
送
の
な
い
日
が
あ

り
残
念
で
あ
っ
た
。（

委
員
長
・
佐
々
木　

正
利
）

   

成
瀬
ダ
ム
工
事
状
況
は

　　
　

―
行
政
懇
談
会
―

　

２
月
16
日
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
成
瀬

ダ
ム
工
事
事
務
所
と
議
会
と
の
行
政
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
内
容
や
次
年
度
以
降
の
事
業
計
画

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
議
員
か
ら
の
質
疑
応
答
も
行

い
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
２
１
１
号
で
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

※
３
ペ
ー
ジ　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
選
挙　
補
充
員

　

３ 

本
間　

忠
（
手
倉
）　
↓ 　
３ 

本
間　

忠
（
椿
台
）

功
績
を
讃
え
て

　

議
員
と
し
て
永
年
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

  

【
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
】

  

27
年
以
上　

鈴
木　

秋
雄　

議
員

  　
　

〃　
　

冨
田　

義
行　

議
員

  　
　

〃　
　

佐
々
木
謙
吉　

議
員

  

【
秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
】

  

23
年
以
上　

高
橋　
　

健　

議
員

  

11
年
以
上　

佐
々
木
正
利　

議
員

議会開会前に、
議長から賞状
を伝達されま
した。
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あなたにとって、東成瀬村といえば？
全ての人との連携が密接な場所。例えば授業でパークゴルフ、グラウンドゴルフが
あります。その時に小学生と中学生が同じグループになってゴルフをし、地域の人
が教えたりします。こういった連携は東成瀬村だからこそ出来る事だと思います。

将来、どんな仕事を目指していますか？どんな大人になりたいですか？
私は将来、心理学に関わるお仕事に就きたいと考えています。誰かと話すのが好き
なのもそうですが、私が困っている時に助けて頂いた分、今度は誰かの助けになり
たいと思い、このお仕事を目指しています。

友だち・家族へメッセージを！
【友達へ】　全然会えていませんが、皆さん元気ですか？今年度から高校３年生に
なり、それぞれの進路に向けて頑張る一年になると思うけど、みんなで頑張って乗
り越えていこうね！！
【家族へ】　面倒くさがり屋ですぐ投げ出してしまう私だけど、たくさん面倒を見
てくれてありがとう！今年は受験生でこれまで以上に忙しくなると思うけど頑張り
ます！！

福地　嶺菜さん（田子内）
れいな

湯沢高校　３年生
趣味：歌うこと、音楽を
　　　聴くこと、寝ること

村議会は、誰が会議を
進めるのですか？

議会には、議員の中から選挙で選ばれた
議長と副議長がいます。
議長は本会議をうまく進める大切な役割を持っ
ています。また、議会の代表としても活動します。
副議長は、議長の都合が悪いときに代わりをします。

だれでも、村議会の本会議や委員会などの様子を
見たり聞いたり（傍聴）することができます。

会議を見に行くことはできますか？
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